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○
防
犯
灯
設
置
事
業

・
小
高
区　

35
基　
　

212
万
円

・
鹿
島
区　

26
基　
　

212
万
円

・
原
町
区　

65
基　
　

480
万
円

質　

疑　

３
区
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
の
進
捗
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

弁　

小
高
区
の
内
訳
は
、

合
計
で
１
千
691
基
、
そ
の
内
Ｌ

Ｅ
Ｄ
が
818
基
、
割
合
に
す
る
と

48
・
4
％
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
実
施
率
。

　

鹿
島
区
の
場
合
は
、
防
犯
灯

の
全
数
が
１
千
61
基
。
そ
の
内

Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
407
基
と
な
っ
て
い

る
。
原
町
区
に
つ
い
て
は
、
非

常
に
基
数
が
多
い
こ
と
か
ら
、

計
画
的
な
更
新
は
中
々
難
し
い

状
況
で
あ
り
、
現
在
あ
る
も
の

が
老
朽
化
し
た
部
分
か
ら
Ｌ
Ｅ

Ｄ
に
交
換
し
て
い
る
。

○
有
害
鳥
獣
焼
却
施
設
整
備

事
業　
　
　
　
　
　
　

750
万
円

【
主
な
内
容
】

　

放
射
能
汚
染
度
が
高
い
駆
除

さ
れ
た
有
害
鳥
獣
の
専
用
焼
却

施
設
の
整
備
を
行
う
。

　

有
害
鳥
獣
焼
却
施
設　

用

地
測
量
設
計
・
進
入
路
等
用

地
購
入
費

質　

疑　

施
設
の
設
置
に
係

る
塚
原
行
政
区
で
の
地
元
説
明

に
つ
い
て
、
相
馬
市
の
有
害
鳥

獣
焼
却
施
設
を
見
学
す
る
な

ど
、
説
明
を
丁
寧
に
し
て
い
く

と
の
こ
と
だ
が
、
現
状
は
ど
う

な
の
か
。

答　

弁　

説
明
会
の
中
で
、
今

時
点
で
は
、
全
体
と
し
て
ご
理

解
は
い
た
だ
い
て
い
な
い
と
い

う
認
識
で
あ
る
。
行
政
区
長
か

ら
申
し
入
れ
が
あ
り
、
近
く
に

施
設
が
で
き
る
こ
と
に
よ
る
不

安
・
心
配
が
あ
る
と
い
う
こ
と

か
ら
、
そ
の
解
消
に
当
た
り
、

ま
ず
実
際
に
稼
働
し
て
い
る
相

馬
市
の
焼
却
施
設
を
見
学
し
て

い
た
だ
き
、
そ
の
安
全
性
を
現

場
で
説
明
す
る
な
ど
、
今
ま
で

以
上
の
丁
寧
な
説
明
を
行
う
中

で
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
進

め
て
い
く
。

○
農
業
用
施
設
等
管
理
事
業

76
万
円

【
主
な
内
容
】

　

原
町
区
泉
地
内
の
植
物
工
場

（
現
在
休
止
中
）
の
維
持
管
理

を
行
う
。

　

電
気
料
金　

70
万
円
外

質　

疑　

管
理
者
を
公
募
し

て
い
る
が
見
つ
か
ら
ず
、
経
費

が
嵩
む
状
況
に
あ
る
が
、
今
後

の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

認
定
農
業
者
の
方

だ
け
で
は
な
く
、
可
能
性
の
あ

る
法
人
の
方
々
に
個
別
に
案
内

し
な
が
ら
、
早
急
に
、
管
理
運

営
者
を
決
定
で
き
る
よ
う
努
め

た
い
。
現
在
整
備
し
て
あ
る
施

設
の
最
大
限
活
用
を
考
え
て
お

り
、
現
時
点
で
は
廃
止
を
考
え

て
い
な
い
。
施
設
の
活
用
に
向

け
全
力
投
球
し
た
い
。

質　

疑　

耐
用
年
数
が
終
わ
る

ま
で
現
状
維
持
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
仮
に
途
中
で
返
還
す

る
場
合
の
経
費
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

耐
用
年
数
７
年
を
考

え
て
お
り
、
大
体
４
年
半
ぐ
ら

い
経
過
し
、
事
業
を
中
止
し
た

場
合
、
試
算
す
る
と
補
助
金
返

還
額
だ
け
で
も
２
千
万
円
ほ
ど

で
あ
る
。

質　

疑　

施
設
の
１
日
の
処
理

能
力
は
ど
の
程
度
な
の
か
。
ま

た
、
処
理
能
力
を
超
え
る
頭
数

が
搬
入
さ
れ
た
場
合
の
対
応

は
。

答　

弁　

１
日
の
処
理
能
力

は
、
１
日
３
回
焼
却
で
１
基
当

た
り
３
頭
、
２
基
あ
る
こ
と
か

ら
６
頭
焼
却
す
る
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
施
設
内
に
50
頭
程

度
保
管
で
き
る
能
力
が
あ
る
保

冷
庫
を
設
置
す
る
こ
と
か
ら
、

一
度
に
多
く
搬
入
さ
れ
た
場

合
、
保
冷
庫
で
保
管
し
順
次
処

理
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

質　

疑　

施
設
で
は
、
市
内
全

域
で
捕
獲
さ
れ
た
有
害
鳥
獣
を

焼
却
す
る
の
か
。ま
た
、ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
最
終
処
分
場
に
埋

め
ら
れ
て
い
る
イ
ノ
シ
シ
も
こ

の
施
設
で
処
分
す
る
の
か
。

答　

弁　

市
内
全
域
で
捕
獲
さ

れ
た
も
の
の
焼
却
を
行
う
予
定

で
あ
る
。
こ
の
施
設
で
は
あ
く

ま
で
捕
獲
さ
れ
た
も
の
を
焼
却

す
る
予
定
で
あ
り
、
埋
設
さ
れ

た
も
の
に
つ
い
て
は
、
国
で
処

分
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
で

現
在
協
議
中
で
あ
る
。

る
こ
と
か
ら
、
健
康
増
進
と
い

う
部
分
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。

質　

疑　

公
共
施
設
で
あ
る
以

上
、
特
定
の
方
だ
け
が
利
用
す

る
と
い
う
も
の
に
対
し
、
何
億

円
も
の
税
を
投
入
し
て
い
く
こ

と
が
果
た
し
て
適
正
な
こ
と
な

の
か
。
公
共
の
施
設
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る

の
か
。

答　

弁　

主
に
利
用
者
は
60
歳

以
上
と
な
っ
て
い
る
が
、
少
な

い
が
そ
れ
以
外
の
方
の
ご
利
用

も
あ
り
、
今
も
自
主
事
業
、
イ

ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
、
新
た
な
施
設
と
な
る
こ

と
か
ら
、
新
た
な
方
々
が
利
用

す
れ
ば
、
そ
の
利
用
方
法
等
も

変
わ
り
自
主
事
業
等
の
内
容
も

変
わ
る
と
思
わ
れ
る
。
結
果
と

し
て
公
共
施
設
と
し
て
の
役

割
・
役
目
は
十
分
果
た
す
も
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

定
例
会

農業用施設（原町区泉地内）
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○
道
路
維
持
管
理
事
業（
原
町
区
）

２
億
５
千
319
万
円

【
主
な
内
容
】

　

平
成
30
年
開
催
の
全
国
植
樹

祭
へ
の
送
迎
バ
ス
路
線
の
補
修

を
行
う
。

・
補
正
内
容

　

舗
装
補
修
工
事
：
上
渋
佐
北

原
線
外
５
路
線

質　

疑　

舗
装
要
望
、
簡
易
舗

装
要
望
箇
所
に
つ
い
て
、
鹿
島

と
小
高
分
の
総
額
と
、
そ
れ
ぞ

れ
何
ヶ
所
に
な
っ
て
い
る
の
か

伺
う
。

答　

弁　

簡
易
舗
装
の
要
望
箇

所
に
つ
い
て
、
小
高
が
６
件
、

鹿
島
が
21
件
、
原
町
が
39
件
、

合
計
66
件
で
あ
り
、
総
メ
ー

タ
ー
数
と
し
て
、
１
万
５
千
850

メ
ー
タ
ー
で
あ
り
、
総
額
で
は

４
億
８
千
万
円
と
な
る
。

質　

疑　

12
月
あ
た
り
に
債
務

負
担
を
組
み
、
業
者
が
端
境
期

な
る
５
月
、
６
月
、
７
月
頃
に

工
事
が
で
き
る
よ
う
な
平
準
化

発
注
の
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

平
準
化
で
き
る
よ
う

に
、
計
画
的
に
業
務
を
進
め
た

い
。

○
債
務
負
担
行
為
の
補
正（
追

加
）

　

南
相
馬
屋
内
市
民
プ
ー
ル
及

び
真
野
交
流
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
の
指
定
の
取
消
し
処
分

に
伴
い
、
両
施
設
の
新
た
な
指

定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
に
必

要
と
な
る
債
務
負
担
行
為
の
追

加
を
行
う
も
の
。

質　

疑　

平
成
27
年
度
の
屋

内
市
民
プ
ー
ル
の
指
定
管
理
者

に
お
い
て
、
実
績
報
告
書
の
収

入
を
過
少
申
告
し
て
い
た
横
領

の
全
容
に
つ
い
て
。

答　

弁　

平
成
29
年
３
月
27

日
に
当
該
団
体
の
事
務
局
か
ら

代
表
理
事
が
私
的
流
用
を
し
て

い
る
と
い
う
連
絡
が
入
り
、
そ

れ
を
受
け
て
確
認
し
た
結
果
、

平
成
27
年
度
が
212
万
5
千
円
、

平
成
28
年
度
が
142
万
2
千
円
、

合
計
354
万
７
千
500
円
を
過
少
報

告
し
着
服
を
し
て
い
た
こ
と
が

判
明
。
着
服
分
に
つ
い
て
は
５

月
31
日
に
当
該
団
体
に
返
済
さ

れ
て
い
る
。

質　

疑　

平
成
27
、
28
、
29
年

度
の
指
定
管
理
料
の
返
還
に
つ

い
て
。

答　

弁　

平
成
27
、
28
年
度
の

指
定
管
理
料
に
つ
い
て
は
返
還

を
求
め
な
い
と
判
断
し
た
。

質　

疑　

市
の
責
任
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。

答　

弁　

本
当
に
市
民
に
対
し

て
御
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
の
で

改
め
て
お
詫
び
申
し
上
げ
た

い
。
同
時
に
利
用
者
に
対
し
て

利
便
性
を
し
っ
か
り
確
保
し
な

く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
視
点

で
審
査
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
。

返
還
金
並
び
に
今
後
の
協
議
に

つ
い
て
は
、
返
還
で
は
な
く
協

定
に
基
づ
い
て
対
応
す
る
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に

今
後
と
も
し
っ
か
り
と
内
部
で

の
調
査
、
そ
し
て
指
定
管
理
者

事　項 期　間 限度額

南相馬屋内市民
プール指定管理料

平成30年度から
平成33年度まで

指定管理者との協定
により締結する額

真野交流センター
指定管理料 平成30年度 指定管理者との協定

により締結する額

定
例
会

に
対
す
る
指
導
と
い
う
も
の
を

徹
底
し
て
ま
い
り
た
い
。

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　

西
畑　

益
夫
（
新
任
）

　
　

南
相
馬
市
鹿
島
区
北
海
老

　

風
越　

清
孝
（
再
任
）

　
　

南
相
馬
市
原
町
区
深
野

人　
　

事

決算審査特別委員会の設置

　決算認定については継続審査とし、10
月 16 日㈪～ 18 日㈬に委員会を開催し審
査した。
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